






要約:小児科外来を窓口に 1才から 6才の小児,を対象にウイルソン病のマススクリーニン

グを行った。採血は濾紙に行い測定までに冷凍庫に保存、 2 週間以内にニッショーより

提供された測定キットにてセルロプラスミン測定を行った。 1502 名の測定を行い、  1

名の陽性があった。精査の結果、ネフローゼ症候群であることが判明した。同ーキットに

て各施設からの検体を測定したが、測定値にばらつきがみられ、保存や輸送法などが施設

間で均一化されていないのではないかと思われた。今回の方法では、受検率の確保が問題

になるものと思われた。受検率をあげるためには、他の複数の検査と同時に行うなど工夫

が必要と思われた。最近、尿セルロプラスミン測定でマスクリーニングが可能との報告が

ある。3 才児健診での尿を用いたマスクリーニングが、高い受検率が期待でき今後の検討

が必要と考えられた。


